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凡例




これは「改造」第十二卷第九號（昭和五年九月一日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








モダン・マダム氣質

三宅　やす子








離婚插話

　——あたし、もしかすると近ちかいうちに別わかれるかも知しれないの

　——え？

　——そんなにびつくりしなくても可いいわ。だつて今いまのまんまぢや、あんまり退屈たいくつでせう。何なにも素す晴ばらしい事ことがないんですもの——當然あたりまへだつて？　さうよ當然あたりまへに極きまつてるわ。だつて當然あたりまへだから我が慢まんできるつてことないわ。

　——でも急きふに——少すこし變へんね。しかし他ほかに深ふかい理由りいうがありさうね。

　——そんなもの何なにもないの。それや、あの人ひとに誰たれか出で來きたとか、何なんとか、さういふ三角かく關係くわんけいでも起おこつたんなら——私わたしだつてかうも退屈たいくつしなかつたかしれないんだけど。

　——ぢや、さうすれやいゝぢやないの。

　——駄目だめよ。こつちからとりもつたんぢや、面白おもしろくありやしないわ——やつぱし別わかれるわ。さうする事ことが、今いまの場合ばあひ、一等とうの刺戟しげきだと思おもふの。

　——そいで？　どうするの？

　——あとの事ことなんか今いまから心配しんぱいしなくても、どうでもするのよ。

　——御ご主人しゆじんがお氣きの毒どくよ。

　——氣きの毒どくかしら。そんなこと無ないと思おもふわ。第だい一、獨身どくしんになれや、女をんなの人ひとから忽たちまち好意かういを寄よせられるんですもの。それや待遇たいぐうが大おほちがひよ——私わたしだつて御ご同樣どうやうよ。

　——でも、別わかれるなんておよしなさいよ。第だい一面倒めんだうぢやないの。

　——面倒めんだうかしら。

　——厄介やくかいよそれや——それよか面白おもしろい活動くわつどうでも見みて氣きをまぎらせてらつしやい。

　——ところが近頃ちかごろさつぱり面白おもしろいのなんかありやしないんですもの。兎とも角かく何なにも面白おもしろいことが無ないのよ。

　——同感どうかんね、でも私わたしは何なにか面白おもしろいことはめつけたら有あるやうな氣きがする。

　——さういふ人ひとはみつけれやいゝわ——私わたしは今いま云いつたやうにするの。獨ひとりになつたらしよつちう遊あそびに行ゆくことよ。

　——あら、職業しよくげふでも持もつんぢやないの？

　——莫迦ばかね、職業しよくげふが手てをあけて離婚りこん女をんなを待まちうけてやしないわ。

　　（十日か許ばかり後のち）

　——どうした、此この間あひだの話はなし？　やつぱし無事ぶじ圓滿ゑんまんにやつてるんでしよ。

　——いゝえ、もうとつくに別わかれちまつたわ。

　——…………？

　——驚おどろかなくても可いいわよ。私わたしこの十日か間かんてものそれや幸福かうふくだつたの。

　——一體たいあの方かたはすぐに承知しようちしたの。

　——えゝ、すぐ同意どういしてくれたわ。そいでお金かねも相當さうたうにくれたわ。だつて私わたしなんかお金かねでも吳くれなきや何なにをしだすかわからないと思おもつたらしいの。私わたし久ひさし振ぶりに每日まいにち獨ひとりで勉强べんきやうしてたのよ。

　——まあ、寂さびしかない？

　——ちつとも——それに寂さびしくなりさうな時じ分ぶんには、あの人ひときつと、やつて來くるんですもの。

　——…………？

　——間ま違ちがへちやいけないわ。私わたし達たちはお互たがひに自由じいうになつたんだから、誰たれとお友とも達だちになつたつて可いいのよ。私わたし、あの人ひとを、やつぱり今いまんとこぢや一等とう親したしいお友達ともだちにしてるの。

　——なら、つまり、一ひとつ家いへに住すまないだけの事ことぢやないの。

　——いゝえ違ちがふは、大おほ違ちがひよ。だつて、お友達ともだちだつて今いま云いつたぢやないの。

　——わかつてますよ。

　——わかつてないらしいわ、あなたには——なら云いふわ、二三日にち前まへ、急きふに大おほ雨あめが降ふつた晚ばんね、歸かへれないから泊とまつてつて可いいかつて訊きくの。でも私わたし斷ことわつたわ。若わかい女をんな一人ひとりのところに、男をとこの方かたが泊とまつてくのは迷惑めいわくしますつて。

　——本氣ほんきで云いつたの？

　——勿論もちろんよ——そしたら、さうだつたねつて、いきなり傘かさもさゝずに表おもてに飛とび出だしたの。通とほりでタクシを拾ひろふつもりだつたんだらうけど——私わたし、其その晚ばんは少すこしあとで憂欝いううつになつたのよ。あんなにして外そとに出でて、自棄やけを起おこさなきやいゝがつて——そしたらほんの少すこし嫉やけて來きたの。私わたしあの時ときはじめてやきもちみたいなもの燒やいたと思おもふわ。

　——我儘わがまゝね。さつさと元もとの通とほりに生活せいくわつすれやいゝんだわ。

　——それも考かんがへないんぢやないのよ。だつて折角せつかくくれたお金かねなのに、あの人ひとしよつちう借かりに來くるのよ。此この節せつお客きやくが來きても、外そとに連つれ出だして御ご飯はんを食たべるから小遣こづかひが要いるつていふの。大おほげさなんだわ。そんなに每日まいにち御ご飯はんを出だすお客きやくなんか、來こない筈はずだ。私わたしに無駄むだ使つかひさせないやうにみんな取とり上あげてゆく氣きなんだわ。

　——斷ことわればいゝのに。

　——友人いうじんだから金かねの貸借かしかり位ぐらゐ當然たうぜんだつて——あ、私わたしんとこ、遊あそびに來きて頂戴ちやうだいね、いつ？　來週らいしうの水曜すゐえうがいゝの？　ぢやきつとよ。

　　（五日か後ご）

　——ぢきわかつて？　割わりに靜しづかでいゝとこでせう。氣きに入いつたつて？　氣きに入いつたらあなた、當分たうぶんこゝ借かりてくれない？　別莊べつさうにいゝわ。

　——…………？

　——だつてね。今月こんげつはもう部屋へや代だいやつてしまつたの。日割ひわりで戾もどさせるのもしみつたれてるでしよ。どうせ借かりたもの、使つかつた方はうがいゝわ。

　——また引越ひつこすの？

　——え、先せんのうちによ。やつぱし一緖しよに居ゐた方はうが退屈たいくつぢやなかつたわ。新あたらしい友達ともだちも出來できたけど、どれも腑拔ふぬけで面白おもしろくないの。第だい一階下したのおかみさんが、もとの私わたしの良人をつとより、よつぽど監視かんしするのよ。癪しやくぢやないの。

　——ひどい人ひと。そんな二階かいを借かりろなんて。





嫉妬の話

「市子いちこさんはハンモンしてるんですつて。新あたらしい若わかい女をんなに愛あいを奪うばはれたのが口惜くやしいんだつて——每日まいにち泣ないてるんですつて——」

「嫉妬やきもちやいてるのね。そんなこと醜態しうたいだからよせばいゝのに——私わたしだつたら決けつしてやかないわ」

「君きみは全まつたく感心かんしんだよ」

「おだてないで頂戴ちやうだい——だから市子いちこさんに私わたし云いつたのよ。ほつといた方はうがいゝと思おもふつて」

「ウン」

「でも市子いちこさんにはそれが出來できないらしいのね。とても口惜くやしいらしいのね。嫉やくほどあなたの負まけになるから、つて云いつても——かまはずほつとけばいゝのに。そして自分じぶんの好すきな人ひとをめつければいゝのにね」

「全まつたくだよ」

「一寸ちよつと、他人たにんの事ことだと寬大くわんだいね。あなたのX子こさん、御ご健在けんざい？」

「オイ、市子いちこさんのことなんか並ならべて、自分じぶんの浮氣うはきの云譯いひわけにすると承知しようちしないぞ」

「痛快つうくわい、痛快つうくわい、とう〳〵白狀はくじやうしちやつたのね」





モダン・マダムの群

　隣となりの話はなしを覺おぼえ書がきしたもの。

（聲こゑがまち〳〵で誰だれと判然はんぜんしない。顏かほの美醜びしうもわからない。年齡ねんれいもはつきりわからない。話はなしの内容ないようで察さつしるよりほかはない。都下とかで料理れうり番ばんの有名いうめいな家うちだつたから、隣室りんしつの婦人ふじん連れんの味覺みかくは發達はつたつして居ゐるのかも知しれない。五六人にんの聲こゑが順序じゆんじよなく入いれ交まじつてる。）

　——友愛いうあい結婚けつこんがどうだの、コロンタイズムがどうのつて——一體たいあんなもの、まだるつこしいわね。

　——さうよ。コロンタイの小說せうせつに出でて來くる女をんなの人ひと、どれもどれも、とても古ふるい型かたの戀愛れんあいに齒はぎしり立たつてるんだもの、ぢれつたくつて讀よんでられやしない。

　——あんなに男をとこの我儘わがまゝを通とほさせて惚ほれてるなんてねえ。

　——でも可いいわ。男をとこに惚ほれるうちが仕合しあはせかもしれないわ。惚ほれて見みたい男をとこがなくなつちや、もうおしまひ。

　——あなたの戀人こひびとどうしたの？

　——居ゐるわ。

　——濟すましたもんね。まだ獨身どくしん？

　——勿論もちろん、何故なぜ？

　——だつて、訪問はうもん結婚けつこんがいゝの何なんのつて、なか〳〵あなたは結婚けつこんしないから。

　——訪問はうもん結婚けつこんが一番ばん理想りさうね。でも男をとこはそれを嫌きらひらしいのね。住すみいゝアパアートなんか、日本にほんには無ないから。

　——傳統でんとうの旦那だんな樣さま根性こんじやうがどうしても拔ぬけないのよ。女をんなを傍そばに置おいて、こま〴〵した用ようを足たさせる習慣しふくわんがね。

　——なら女中ぢよちうでいゝぢやないの。

　——つまり女中ぢよちう兼用けんようの女房にようぼうが理想りさうなんでしよ。

　——訪問はうもん結婚けつこんが實現じつげん出來できないとなると、仕事しごとを持もつてる女をんなは、とても困こまるわね。

　——まだ五年ねんや七年ねんはそこまで男をとこの進步しんぽ覺束おぼつかなしよ。

　——女をんなの方はうがさきに進すゝんぢやつたわけ？

　——進すゝんでますとも。女をんなの方はうがとても大人おとなよ。

　——子供こどもなんて、骨ほねが折おれるばかりで、大おほきくなれば薄情はくじやうなもんね。

　——子供こどもの話はなしだけはおよしなさいよ、興きようがさめるわ。

　——あら私わたしは子供こどもが大だい好すきなの。あれが居ゐたから、今いままであんな夫をつととでも一緖しよに暮くらして來こられたの。

　——恐おそろしく時代じだいねえ。こゝは子供こどもの話はなしなんか禁制きんせいよ。ぢや早はやく歸かへつていゝマゝさんになつて上あげるといゝわ。

　——あゝ戀人こひびとがほしい。

　——誰だれ、そんな謹つゝしみのないことを人前ひとまへで云いふのは。

　——オヤ戀人こひびとのほしくない人ひとが、こゝに一人ひとりだつて居ゐるかしら。

　——さうね、ないだけね。

　——作つくらないだけと訂正ていせいなさいよ、人ひと聞ぎきが惡わるいから。

　——不良ふりやうマダム。あなたは極左きよくさの鬪士とうしが一等とういゝつて云いつたわね。

　——私わたしも不思議ふしぎにキビ〳〵したあゝいふ人達ひとたちには惚ほれて見みたいのよ

　——でも折角せつかくの好すきな人ひとがつかまつた時ときはたまらないわ。

　——意氣地いくぢのないことをいふのね。

　——だから十年ねん一日にちの如ごとく、月給げつきふ袋ふくろを持もつて歸かへる男をとこと、どうでも可いい月日つきひを送おくつてりや、張合はりあひもなきや、心配しんぱいもない。

　——其その旦那だんな樣さまたら、首くびを長ながくして待まつてやしない？

　——そして子供こどもたちも。

　——また子供こどもに落おちが來くるのね。やり切きれない。文部省もんぶしやうの良妻りやうさい賢母けんぼ主義しゆぎ時代じだいに敎育けういくを受うけた方々かた〴〵は、助たすからないわね。

　——あなたみたいに子供こどもを生うまない女をんなは天下てんかの女王ぢよわうよ。幾度いくどでも結婚けつこんが出來できるから羨うらやましいわ。

　——此この間あひだ新聞しんぶんに出でて居ゐたでせう。百になつて山やま登のぼりをするお婆ばあさん。六十までに十三度ど御ご婚禮こんれいしたんだつて。

　——隨分ずゐぶんモダンお婆ばあさんねえ。

　——行いつて敬意けいいを表へうして來きませうか。

　　（あと雜然ざつぜんと話はなしが混線こんせんして、一向かう判わからず。）





典型的なマダムの記載


部屋


　簞笥たんすは桐きりでない、洋やう簞笥だんす型がた。

　鏡台きやうだいの上うへにはブラシと櫛くしと（つげの櫛くしはどこにも見み當あたらない）白粉おしろい入いれと、香水かうすゐ吹ふきと。

　小ちひさな繪ゑ、

　お人形にんぎやう（フランスの切きれの顏かほの中なかから、眼めをパチツとあけて居ゐる）

　新刊書しんかんしよ——文藝ぶんげい評論ひやうろん、新人しんじんの小說せうせつ集しふ（三十錢せんか五十錢せんの小型こがた）數册すうさつ

　　　思想しさう的てきなもの二三册さつ。改造かいざう、中央ちうあう公論こうろん、他たに婦人ふじん雜誌ざつし一册さつ

　　　破やぶき忘わすれたカレンダア


外出先


　丸善まるぜん、松屋まつや、白木屋しろきや、高島屋たかしまや等とう、サエグサ、フタバは通とほりがゝりに覗のぞく。

　銀座ぎんざの喫茶きつさ店てん、朝日あさひ講堂かうだう、邦樂ほうがく座ざ、など

（彼女かのぢよは五十錢せんで圓ゑんタクに乘のる事ことが上手じやうずだ）

　以上いじやう、第だい一公式こうしき。第だい二公式こうしき以下いか非ひ公式こうしきに至いたつては、大抵たいていな尾行びかうも及およばない。まして、筆者ひつしやの知しる限かぎりでない。


着物


　これは各人かくじんいろ〳〵だが、共通きようつうの特徵とくちようは、百貨店くわてんの陳列ちんれつ會くわいで赤札あかふだの澤山たくさん下さがつた着物きものなどは、どんなに好すきでも買かはないこと。


髮


　あまり深ふかくウエーブをかけない束髮そくはつ。

（丸まるまげよりは銀杏いてふ返がへしを結ゆつて見みたい趣味しゆみだけある。但たゞしそれは空想くうさうで、）


持物


　大體だいたい着物きものと調和てうわさせる。但たゞし、モダン・マダムの服飾ふくしよく全體ぜんたいは、金かねのかかつて居ゐないのが特徵とくちようである。金かねをかけずに服裝ふくさうを整とゝのへるといつた方はうが當あたつてるかもしれない。


容姿


　男をとこの品しなさだめを盛さかんにするけれど——尤もつとも鏡かゞみを御ご覽らんといふことは女をんなにだけ云いふべきでない。それに、彼女かのぢよ達たちには、敎養けうやうと機智きちとがあつて、時代じだいに一步ぽ——但たゞし百貨店くわてんの流行りうかうに對たいしての一步ぽ——先さき立だつた好このみを持もつて居ゐるのだから。


料理


　モダン・マダムは台所だいどころが嫌きらひだ。其その割わりに、若もし料理れうりをするとなると、なか〳〵おいしいものを作つくること、世帶しよたい女房にようばうの比ひに非あらず。卽すなはち彼女かのぢよの感覺かんかくを語かたるもの。


附記


　一般ぱんに有閑いうかん夫人ふじんとの違ちがひは彼女かのぢよ等らは働はたらけば何なにかしらやれさうなこと。或あるひは現在げんざいたまにはお小こ遣づかひもとること。

　普通ふつうマダムとの違ちがひは、良人をつと或あるひは愛人あいじんを天下てんか一の男をとこと崇拜すうはいして居ゐないこと。異性いせいの友人いうじんがビオヘエルミンに見みえたり、良人をつとがカルモチンに見みえたりすると云いつたつて、別べつに氣きが違ちがつて居ゐるわけに非あらず。





（一九三〇、六）
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